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◆講演会「食による生体リズム調節と健康の科学」 
   食品の生体調節機能に関する研究の一つとし

て、サーカディアンリズム（概日リズム：約一

日の周期）への食の影響が注目されています。

そこで、食品機能性研究センターは、日本食品

科学工学会関東支部会に協力する形で、右側に

示したような講演会を企画しました。 

日常生活のリズムの乱れが、生活習慣病など

体調不良の原因になるとされるが、このリズム

の乱れを、規則的な食生活の実践により、正常

に戻すことができるとする早稲田大学柴田教授

や、睡眠の質を改善する食品の探索を実験動物

を用いて集中的に行っている大阪バイオサイエ

ンス研究所分子行動生物学部門の黄副部長、食

事パターンが胎児の脳や臓器に影響を与えると

のショッキングな研究成果を発表された東北大

学病院の太田助教に、それぞれご講演をお願いしております。 

これらのご講演は、食生活が乱れがちな現代社会の中で、それを正すための科学的エビデンスを提供

するものとして大いに期待されているものであり、国民の健康的な生活の確保に向け、今後この分野が

大きく発展することを期待しています。皆様の積極的な参加をお願いいたします。（T.T） 

 

                                                      

 

 
◆食と体内時計 
地球上の生物は、地球の自転に依存し 24時間

の周期からなる規則的な生活を送っているが、

生体に内在する時計の周期は、種によって異な

るらしい。人間は、約 25 時間の内在時計を持ち、

暗所でのみ生活すると 1 日に 1 時間だけ時間が

狂ってしまう。このズレをリセットする方法とし

て、図１の「日光」と「食」が機能しているものと

考えられている。 

 これまでにこの研究分野から、最も適切な時

間に医薬品を投与する(図２)学問分野として

「時間薬理学（Chronopharmacology）」が誕生

しているが、食品についても同様の視点から、

地球生命体である我々にとって望ましい食生活

のあり方に関する科学的な根拠が見いだされ

ることを期待したい。 
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